
衛生器具ユニット　データシート１　【品質性能概要】　　＜評価基準＞

項  目 事由

（省略）

(1)給水管のサイズ 評

(2)給湯管のサイズ 評

(3)排水管のサイズおよび勾配 仕

(4)通気管のサイズおよび方式 【参考】ループ通気方式 評

５．配管支持方法

(1)各配管の支持方法 評

(2)支持金物との絶縁方法

６．保温

(1)保温材

(2)保温施工する管種・用途

(3)塩ビ管使用時の特例

７．ケーシングの化粧前板 【参考】タイルパネル、塩ビ鋼板複合

パネル、メラミン化粧板､ポリエス

テル化粧板等

８．ケーシングの甲板 【参考】不飽和ポリエステル系模造

大理石、メラミン化粧合板等

９．ケーシングの幅木 仕

10．ケーシングのフレーム 仕
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12．提出可能な書類等 製品納入時に提出可能な書類等

完成図 評

取扱説明書 評

試験成績表（配管） 評

評価基準の事由

仕　：　標準仕様書又は改修標準仕様書の規定による　
承　：　機材承諾図様式集の掲載事項による
評　：　評価事業による確認事項

水圧（給水）、満水及び通水（排水）は、抽出試験としてもよい
排水勾配の試験方法は勾配計または配管高さの実測による計算値として
も良い

－

11．試験方法及び試験圧力並びに排水勾配 排水管･通気管

仕

試験圧力
（MPａ)

静水頭×２
最小

0.75MPa
- -

評

評

ステンレス鋼板(SUS304)による厚さ0.8mm以上のヘアライン仕上げ

亜鉛鉄板による厚さ1.6mm以上のもの

支持金
物との
絶縁

銅管、ステンレス鋼管の支持に鋼製又は鋳鉄製の金物を
使用する場合には、ゴムシート又は合成樹脂のテープ等
にて絶縁する

仕

給水管及び排水管には保温を施し、保温材は不燃性又は難燃性
の材料とする。保温仕様は製造者の標準仕様とする。ただし、排
水管に塩ビ管を使用した場合は、保温を不要とする 仕

評  価  基  準

４．配管のサイズ等(１ユニットの場合)

排水管勾配65A以下は最小、1/50、75A、100Aは1/100、125Aは
1/150とする
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